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ンから脂質生産性が最も高い海洋珪藻 Fistulifera solaris JPCC DA0580株を選抜し、培養特
性を明らかとした。また、当該株を屋外で培養し、得られた屋外培養データから年間脂質











量が高い 4株の海水中における生育速度の比較を行った結果、JPCC DA0580 株及び NKG 
400014株の倍加時間が 10 h及び 12 hであることから、この 2株のバイオマス生産性が高
いことが示された。また、脂質組成を比較した結果、JPCC DA 0580株の全脂肪酸の 98%が







果、JPCC DA0580株の発熱量は 6,423±139 kcal/kg (26±0.6 MJ/kg)であり、石炭(約 25 MJ/kg)
や他の微細藻類種 (18 ~ 29 MJ/kg)に匹敵する発熱量を有することが示された。以上の結果
から、選出された微細藻類株 Fistulifera属 JPCC DA0580株は高い中性脂質含量を示し、バ
イオディーゼル燃料の原料や固形燃料の原料として有用であることが示された。 
 






Fistulifera solaris JPCC DA0580 株、Fistulifera pelliculosa CCMP543 株及び Fistulifera 
saprophila NIES 2722株のバイオマス生産性、脂質含量、脂質生産性を比較し、種ごとにお
ける生理学的特性を評価した。3株の増殖に最適な培地中の NaCl濃度の検討(0 mM ~ 380 
mM)を行った結果、海水中から分離された JPCC DA0580 株及び CCMP543 株はいずれの





一つであり、その中で JPCC DA0580 株が最も高い脂質生産性を示すことが明らかとなっ
た。 
 
第 4章では、Fistulifera solaris JPCC DA0580株のパイロットスケールの屋外培養











に比べ、2 倍程度に達することが示された。さらに、EPR は 1 を超えると試算され、太陽
光エネルギーを利用することで、エネルギー生産が可能であることが明らかとなり、微細
藻類を利用したバイオ燃料の実現可能性が示された。 
 
 
